
いきものの区分 いきものの種類 カッコー先生のひとこと解説

特定外来生物 アライグマ
北アメリカからやってきた、かわいらしい見た目をしているけどとっても獰猛な生き物だッコー。鳥や両生類の

卵をねらったり、鳥の住処を奪ったり、ザリガニを食べたり、とにかく在来種に悪影響を与えるのです。

外来種 チャコウラナメクジ
戦後にやってきて、今では日本で一番よく見つかるナメクジだっコー！農業被害や園芸被害をもたらしたり、病

気の原因にもあるので注意が必要なのです。

外来種 コイ
北海道にはもともとコイはいなかったけれど、今では町中の川でも見かけるようになってしまったのです。飼育

しているコイは逃がさないでほしいのです。

外来種 メダカ
飼育用の魚として有名だけど、放してしまうと暖かい水が流れる場所では生息できる可能性があるので、注意が

必要なのです。

外来種 ニジマス 釣りでは人気の魚だけど、札幌の河川でも見つかっていて、他の魚類の住処を奪ってしまう心配があるのです。

特定外来生物 セイヨウオオマルハナバチ
農作物の受粉用に持ち込まれた個体が逃げ出し、増えてしまったッコー！ヨーロッパからやってきたけれど、日

本で増えているのは北海道のみなのです。

指定外来種 アズマヒキガエル
毒をもっている本州出身のカエルっコー！毒で他のカエルを殺してしまうので、増えてしまうのが危険なカエル

なのです。

特定外来生物 アメリカミンク 主に河川沿いで見つかるッコー！イタチの仲間で、在来種のテンなどを追いやったり、農業被害もあるのです。

外来種 ホンドテン
本州からやってきたテンの仲間なのです。在来種のエゾクロテンが追いやられて、札幌ではほとんど見られなく

なってしまったのです。

外来種 カブトムシ
ペットとして持ち込まれたカブトムシが、野外で増えてしまっていて、今ではクワガタと一緒にみつかってしま

うコー！ペットは最後まで飼って、逃がさないようにしてほしいのです。

特定外来生物 オオキンケイギク
7月ごろに黄色くきれいな花を咲かすッコー！コスモスと間違えやすく、園芸種として持ち込まれ増えてしまっ
ているのです。

特定外来生物 アメリカザリガニ
エサやペットとして持ち込まれ増えてしまったコー！北海道では暖かい排水があるようなところに住んでいるこ

とが多いのです。

特定外来生物 ウチダザリガニ
食用で持ち込まれた個体が増えてしまって、ニホンザリガニの住処を奪うことが心配されているのです。札幌市

でも数を減らすために対策を行っているのです。

特定外来生物 オオハンゴンソウ
空き地や草刈りした後などに、ものすごい勢いで生えてくるのです。夏場には、道路沿い一体で黄色い花を咲か

せていることもあるのです。

外来種 ムラサキツメクサ
牧草として導入されて、全道に広がってしまったのです。自然豊かなところに生えてしまったら元々の植物に影

響を与える心配があるっコー！

外来種 セイヨウタンポポ
北アメリカから札幌に持ち込まれて、全国に広がったっコー！日本に生えていたタンポポとの雑種ができている

のです。

外来種 ノラニンジン
ニンジンが野生化したという説、他の種に混ざって入ってきた説などがあるっコー！食べられる根はできないの

です。

外来種 シロツメクサ
牧草として導入されて、全道に広がってしまったのです。自然豊かなところに生えてしまったら元々の植物に影

響を与える心配があるっコー！

指定外来種 フランスギク 庭園で育てられていたものが広がったっコー！だんだん高山などにも広がっていて注意が必要なのです。

指定外来種 トノサマガエル
本州から持ち込まれてしまったッコー！他のカエルと競合したり、昆虫を食べたりしてしまうのが問題なので

す。

外来種 アメリカオニアザミ
トゲが特徴的な外来種ッコー！コンクリートの割れ目などからも生えてきて、夏に綿毛を飛ばして数を増やすの

です。

外来種 ハリエンジュ
育つのが早くて、開拓地にまず最初に植えられた木でもあるのです。でも、川や海岸などで広がって、元からい

た植物が育たなくなってしまう心配があるっコー！

外来種 オニゲシ
園芸用として道端でもよく見かけるッコー！ケシの仲間の中には、栽培が禁止されている種もあるので注意す

るッコー！

外来種 セイタカアワダチソウ
夏に細く黄色い花を咲かせるッコー！河川沿いで増えやすいけれど、今ではいろんな場所でよく見られるので

す。

特定外来生物 アカミミガメ
もともと北海道にカメはいなかったけれど、ペットとして飼っていたカメが放されて、公園の池などで生息して

いることがあるのです。

特定外来生物 オオフサモ
観賞用の水草が広がったっコー！湖沼、ため池、河川、水路などに生えて、水路の流れを邪魔してしまったりす

るのです。

在来種 シマエナガ
冬は白いふわふわな見た目で大人気な鳥ッコー！　ジュリジュリという鳴き声が聞こえたら探してみてほしいけ

ど、冬場以外は見つけるのが難しいのです。

在来種 ナツアカネ 「夏にみられる茜色のトンボ」が名前の由来なのです。最近、札幌での目撃情報が増えているのです。

在来種 メジロ
花の蜜や果実が好きで、食べている姿がかわいらしいッコー！昔より北海道で見かけることが増えているような

気がするのです。

在来種 キアゲハ
黄色と黒の模様がかっこいい蝶々だッコー！大きくて目立つので公園や野山で飛んでいるのをよく見かけるので

す。

在来種 クジャクチョウ
羽にクジャクのような大きな目玉模様のある派手な蝶々だッコー！大人の姿で冬越しをするので、春に暖かい日

があると日向ぼっこをしに真っ先に出て来るのです。

在来種 オシドリ
メスは目立たない茶色なのにオスは芸術家がデザインしたようなおしゃれな羽根をしていているのだッコー！水

辺の鳥なのに木の上に巣を作る変わり者なのです。

在来種 ニホンカワトンボ
きれいな川の近くを飛んでいるメタリックでかっこいいトンボだッコー！透き通ったオレンジの羽を持っている

オスもいるので、探してみるといいのです。



在来種 エゾサンショウウオ
「エゾ」の名の通り北海道にしかいない両生類だッコー！実は、30年生きることもある長生きな生き物だけど、
産卵のときを除いて成長した個体を見つけるのは難しかったりするのです。

在来種 ハナカジカ
北海道と北東北に住んでいるっコー！昆虫だけじゃなく、小型底生動物、小魚やサケ卵等、何でも食べるので

す。

在来種 エゾシカ
最近は札幌でもよく見られるッコー！オスの角は毎年生え変わっていて、山沿いなどで落ちた角を見かけること

もあるのです。

在来種 エゾタヌキ
東アジアに生息するタヌキの亜種で、北海道だけに暮らしているッコー！アライグマと競合して数が減らない

か、心配なのです。

在来種 アカゲラ
おなかの下の方が赤くて、オスは頭も赤いけれど、メスは頭全体が黒なのです。空洞になった木を1秒に20回く
らいくちばしで叩いて大きな音を出すっコー！

在来種 ニホンザリガニ
日本に元々住んでいたザリガニはニホンザリガニだけなのです。外来種のザリガニよりも小さくて、絶滅が心配

されているっコー！

在来種 エゾヒグマ
昔は数が減っていたけれど、今は人里に出没するなど、かかわり方を考える必要がある生き物なのです。冬に出

産し、母グマは冬眠中ほぼ何も食べずに子グマを育てるのです。

在来種 オオハナウド
6月くらいに白い花を咲かせ、高さは2メートルを超えることもある植物だッコー！昨年は類似した外来種が札幌
で発見されたこともニュースになったのです。

在来種 アオヤンマ
全身が鮮やかな青緑色をしたトンボなのです。全国に住んでいて、北海道ではわずかに札幌周辺に記録があるけ

れど、全国的に数が減っているっコー！

在来種 キツリフネ
花が黄色くて、形が帆掛け船を吊り下げたように見えるから名づけられたのです。マルハナバチが蜜を吸おうと

花にもぐりこむと、背中に花粉がつくような仕組みになっているっコー！

在来種 オオウバユリ
夏の森で目立つ背の高さほどもある白い花を咲かせるゆりの仲間なのです。昔からアイヌの人たちの貴重な食べ

物になっていたッコー！

在来種 エゾハルゼミ
夏が来る前に一番最初に鳴きだして大合唱するセミだッコー！「ミョーキン、ミョーキン、ミミミミミ」と独特

の声で鳴いて夏が近いのを知らせてくれるのです。

在来種 サッポロフキバッタ 名前に「札幌」が入っているハネがないバッタなのです。山地のフキの上などに多いっコー！

在来種 ガマ
湖や池、流れの緩やかな川などに生えているのです。昔から花粉などが薬として使われたり、綿毛が布団に詰め

られたりしていたっコー！

在来種 ツリバナ
花や果実がたれさがるからツリバナという名前だっコー！淡い緑色の花が咲く木で、庭園や公園に植えられたり

するのです。

在来種 ミズナラ
ドングリの木だッコー！秋に実をつけるたくさんのドングリはリスや鳥など森の動物たちの大事なごはんになる

のです。夏に出す樹液はクワガタなどのご馳走にもなっている、とても大切な木なのです。

在来種 ミヤマクワガタ
頭の出っ張りや大きなアゴがかっこいい大人気のクワガタだッコー！ドングリやハルニレなどの樹液が大好きな

ので、そんな木を見つけたら要チェックなのです。

在来種 モクズガニ
大きな両方のはさみにびっしりと毛が生えているカニなのです。海で生まれて川を上りながら成長して、繁殖期

にはまた海に降りるっコー！

在来種 エゾリス
札幌でもよく見られるリスだッコー！クルミを食べる音が聞こえたら、そっと木の上を探してみてほしいので

す。

？？？ カッコー先生

僕のモデルは札幌の鳥、カッコウなのです。カッコウは草原環境などにいることが多い鳥で、その名の通り鳴き

声が特徴的なのです。実は他の鳥に托卵して、ヒナを追い出してしまう悪い奴ということは内緒にしてほしいの

です。

※いきものの区分について
特定外来生物

指定外来種

外来種

在来種

海外からやってきた生き物の中で、特に日本で増えやすい生き物が国の法律で指定されているッコー！これ以上増やさないために、飼育や栽培、個

体や種などの移動が規制されており、数を減らすための取り組みが行われているのです。

北海道が指定している外来種のことで、特に北海道の環境で増えやすい生き物が指定されているッコー！

もともとその地域に住んでいなかった生き物のことを外来種と呼ぶっコー！海外からやってくることが多いけれど、実は本州から移動してきた生き物についても外来種と呼ぶのです。昔からその地域に住んでいる生き物のことを言うッコー！いろいろな原因で数を減らしてしまっている生き物たちもいて、何とか守っていきたいの

です。


